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　2015 年末に国民健康・栄養調査の
最新の結果が公表された。同調査は、
2014 年 11 月に全国約 3,600 世帯を
対象に、国民の身体状況や栄養摂
取量、生活習慣の状況を明らかにす
るために実施されたものである。そ
の結果によれば、所得によって生活
習慣の状況に差があって、低所得世
帯は高所得世帯よりも穀類の摂取量
が多く、野菜や肉類の摂取量が少な
かった、すなわち、世帯の所得によっ
て、生活習慣に違いが見られたとさ
れている。
　個人の健康は、遺伝子や臓器と
いった生物医学要因だけではなく、
教育や所得、職業、人間関係、住居
環境、文化などの様々な要因が影響
を受けていることが国内外で明らか
になってきている。WHO（世界保
健機関）では 2008 年に健康の社会
的決定要因委員会（Commission on 
Social Determinants of Health） に
よって最終報告（Closing the gap 
in a generation）をまとめ、政治・
経済・社会的資源の配分の不平等が
人々の健康の決定要因になっている
ことを明確にした。海外では、英国
やスウェーデンで健康格差是正の数
値目標を掲げて対策に取り組み、健
康の社会格差対策は国際的にも重要
な課題となっている。わが国におい
ても、貧困率の上昇や非正規雇用の
増加から、社会経済状況による健康
状況の格差が拡大していると懸念さ
れている。
　日本学術会議の報告書によれば、
今日の社会階層による健康格差の課
題として 3 つ挙げられている。第 1
に、低所得者や社会的に不利な人
に健康問題が集積するとともに、保
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健医療福祉サービスが受けられなく
なっている懸念、第 2 には低所得者
層だけでなく、社会全体を通して階
層による社会格差が生じ、その差が
拡大しているかもしれない懸念、第
3 は、社会経済状況以外に社会的に
不利な立場の人（障がい者やホーム
レス、外国労働者など）にも健康問
題が集積し、こうした層にも医療福
祉サービスが十分に提供されていな
い可能性が指摘されている。
　このような課題に取り組むために、
本書は、健康における社会格差解消
に向けて「健康格差のメカニズムを
探る教科書の決定版」として刊行さ
れた。健康格差を生むとされる「社
会構造」には統一的な定義がなく、
社会階層に関する概念が曖昧なまま
使われてきて、異なる分野のみなら
ず、同一の学術領域でも議論を難し
くしてきた。そのような背景から、
本書は、共通テキストの必要性や、
今後の発展のために不可欠なものと
して企画された。本書はまた、文部
科学省の助成による研究プロジェク
トで異分野連携を図る新学術領域研
究として設定された「現代社会の階
層化の機構理解と格差の制御・社会
科学と健康科学の融合」の成果物と
してまとめられたものである。
　本書は、3 部から構成され、第 1
部「階層と健康」では社会階層、職業、
ワーク・ライフ・バランス、幼少期
の環境、ジェンダーという視点と健
康との関係、第 2 部では「健康格差
のメカニズム」として、貧困・社会
的排除・所得格差、社会的ストレス
と脳神経機能、生活習慣の社会格差
と健康、都市環境、第 3 部「社会連
帯の形成」では社会保障制度、社会
関係、健康の公平性と倫理、国際的
な政策対応や取り組みを解説してい
る。執筆者は、医学系（精神保健学・
社会疫学・小児保健学など）や社会
学、経済学、倫理学など、さまざま
な分野から第 1 人者が集結しており、
文理にまたがる学際的研究の成功例
ともなっている。
　序章には、学際的な視点から理解
を進めるにあたって必要となる「社
会階層と健康に関する学際的な分析
枠組み」が提示されている。それに
よると、枠組みには 4 つの特徴があっ
た。第１に、社会階層から健康への
経路における様々な媒介要因があ
ること。例えば、教育によって自尊
心が高められ、高められた自尊心に
よって精神健康に良い影響が与えら
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れるとすると、自尊心は教育という
社会階層の指標と精神健康をつなぐ
媒介要因となる。媒介要因は自尊心
以外にも、知識や情報、問題解決能
力、就労機会、社会的ネットワーク
などの資源がある。第２に、ライフ
コースアプローチである。出産・幼
児・学童期、青年・成人期、および
高齢期の 3 つのライフサイクルそれ
ぞれの時期に特有の社会階層―媒介
要因―健康の関連性があること。第
３に、社会階層の健康への影響を多
重レベルで捉えようとする視点であ
る。具体的には、生物学的要因、心
理行動特性、個人の社会経済的要因、
家族・友人、職場、近隣などの社会
関係性、マクロの地域・国による制
度・政策などを重層的に捉える重要
性が強調されている。第４に、社会
階層と健康との双方向性である。社
会と健康の研究の主な目的は、社会
階層が健康に与える影響とメカニズ
ムの解明であるが、一方で、健康が
教育歴、所得などの社会階層に影響
を与えることも研究されている。
　本書のユニークな試みとしては、
各章ごと、異なる学問領域の研究者
がペアとなって執筆が担当されてい
ることである。これによって、執筆
者自身が他の領域では通じない用語
や分野間の理解に違いがあることの
認識になり、刷り合わせ作業が行わ
れたことで、他の分野の初学者でも
分るような記述になった。たとえば、
「幼少期の環境と健康」では、社会
疫学者と経済学者によって編成さ
れている。まず、社会疫学ではライ
フコース疫学という考え方が確立さ
れ、リスクの蓄積モデルや連鎖モデ
ルなどを示した Kuh らのモデルが
紹介されている。一方で、経済学で
は、子どもの健康の生産関数を考え
る場 合、親の SES（Socioeconomic 
Status）をどのように扱うかがポイ
ントとなることから展開され、同じ
テーマにおいてもアプローチの仕方
が異なることを紹介している。
　次に、各章を概観する。第 1 部「階
層と健康」の第 1 章は「社会階層と
健康」となっており、「社会階級・階
層」に関するレビューや「社会階層」
の測定の問題、科学的に検証を進め
る具体案にふれている。第 2 章は「職
業と健康」では、物理的環境、利用
できる医療サービスなどの制度、人
間関係・社会関係、職業性ストレス、
失業という 5 つの枠組みから整理さ
れている。第 3 章は「ワーク・ライフ・
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バランスと労働」というタイトルの
もと、例えば、仕事と家庭という 2
領域から期待される役割が相互にぶ
つかり合うことからの役割葛藤が発
生し、それが抑うつなどストレス反
応や役割行動・態度につながること
が解説されている。第 4 章には「幼
少期の環境と健康」であり、この章
については前述した通りである。第
5 章は、「ジェンダー」の視点で、ジェ
ンダー間の不平等は、女性の健康の
みならず男性の健康にも影響してい
ること、特に重要な点として、“なぜ
男女間格差は解消しないのか”制度
という壁について議論している。
　第Ⅱ部では「健康格差のメカニズ
ム」を取り上げている。第6章では「貧
困・社会的排除・所得格差」におい
ては、物質的困窮、サービスへのア
クセスの問題、心理的影響、所得格
差仮説、第 7 章「社会的ストレスと
脳神経機能」について、例えば、低
い社会経済状況にあると、努力を必
要とする目標思考行動を担う前頭前
野の機能が低下することなど、脳科
学の知見を中心に紹介されている。
第 8 章「生活習慣」の形成影響のメ
カニズムとして、1 つに教育機会→
健康に関連する知識→ヘルスリテラ
シーの向上→健康的な生活習慣とい
う個人レベルの影響、2 つに個人間
や小集団による影響、3 つに制度を
含む環境レベル影響があることがま
とめられ、9 章の「都市環境」では、
環境レベルの影響を、特に身体活動
との関連を中心にした評価の仕方や
政策への示唆などについて解説して
いる。
　第Ⅲ部「社会連帯の形成」の話を
対象としており、第 10 章「社会保
障制度」では、制度の歴史や、2012
年に国連総会で採択されたユニバー
サル・ヘルス・カバレッジの概説、
第 11 章「社会関係」においては、
構造的側面、機能的側面、資源的
側面、それぞれの定義と測定メカニ
ズムについて平易にまとめられてい
る。第 12 章「公平性と倫理」では、
基本的な倫理基準として、ベンサム
やロールズ、センの理論背景をもと
に、測定方法について述べられてい
る。第 13 章「国際的な政策対応や
取り組み」では健康格差がグローバ
ルアジェンダになった背景や保健医
療部門と他の部門が連携して取り組
むアプローチ、また、その実践に用
いる「健康影響評価（HIA）」など
のツールの紹介、そして、国際的な
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事例で締めくくられている。
　各章 20 ページ前後で、非常にコ
ンパクトにまとめられているので、
社会と健康の関係を概観するには
ちょうど良いテキストと思う。反面、
物足りない人がいるかもしれない
が、興味のあるテーマは、各章末に
Further reading がしめされ、一層、
深められるように配慮されている。
　健康格差は「人権と平等という普
遍的な価値」に関わる課題である。
その信念をもとにして、本書は編集
された。ぜひ一人でも多くの人が、
本書を手に取ってもらいたい。
